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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期

第３四半期累計期間
第49期

第３四半期累計期間
第48期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 4,095,357 4,492,560 5,657,282

経常利益 (千円) 169,295 295,938 220,456

四半期(当期)純利益 (千円) 90,486 162,963 106,136

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 2,507,500 2,507,500 2,507,500

発行済株式総数 (株) 17,955,000 17,955,000 17,955,000

純資産額 (千円) 9,135,876 9,207,108 9,131,044

総資産額 (千円) 10,459,018 10,658,116 10,521,669

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.35 9.63 6.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) 3.00 3.00 6.00

自己資本比率 (％) 87.3 86.4 86.8

　

回次
第48期

第３四半期会計期間
第49期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.85 4.14

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、世界景気の減速等を背景として回復の動きに足踏みがみ
られ、また、対外経済環境を巡る不確実性が高まり、金融資本市場の変動やデフレの影響等、景気が下押しさ
れるリスクが存在する状況で推移いたしました。
　このような環境のもと、当社は「お客様の理想をカタチに」を事業コンセプトにマーケティング活動に基
づく製品開発と生産活動を行い、お客様の満足を追求した製品とサービスを提供し、また、展示会への出展
を通じ、当社製品の認知度向上等を図ってまいりました。
　さらには、４月に営業強化と業務の効率化の観点から、組織の再編成を行うとともに、継続的な原価低減に
加え、見える化改善活動による業務改善と諸経費の低減を推進し、新たな価値の創造と競争力の強化に努め
てまいりました。
　減速機関連事業においては、産業用機械向け販売を中心にマーケティング活動を強化し、お客様の要求を
満たす製品の開発・設計に努めてまいりました。
　駐車場装置関連事業においては、主力製品である「くし歯式駐車場装置パズルタワー」の全面見直しに向
けた取り組みを行うとともに、改造・改修工事等のメンテナンス活動を強化し、受注の拡大に努めてまいり
ました。
　室内外装品関連事業においては、主力製品のスライディングドアシリーズの性能と品質の向上に取り組
み、安定した収益の確保に努めてまいりました。
　この結果、当第３四半期累計期間の売上高は4,492百万円(前年同期比9.7%増)、営業利益は278百万円(前年
同期比87.5%増)、経常利益は295百万円(前年同期比74.8%増)、四半期純利益は162百万円(前年同期比80.1%
増)となりました。
　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

［減速機関連事業］
首都圏で開催された展示会に出展するなど、お客様のニーズの把握や製品認知度の向上に努めるととも
に、市場の変化に対応した製品開発を行うため技術部門を再編成し、開発から販売までの業務の効率化と生
産性の向上を図りましたが、厳しい受注環境にあり、売上高は2,144百万円(前年同期比1.8%減)となりまし
た。営業利益につきましては、原価低減と生産性の向上に努めましたが、売上高の減少により、77百万円(前
年同期比13.4%減)となりました。

　

［駐車場装置関連事業］
主力製品である「くし歯式駐車場装置パズルタワー」が昨年度に比べ堅調に推移し、また、保守点検業務
や改造・改修工事の契約から対応までを一体化した新設のメンテナンスサービス部において、提案活動の
充実に努めたことにより、売上高は1,801百万円(前年同期比23.6%増)となりました。営業利益につきまして
は、売上高の増加に加え、継続的な原価低減に努めた結果、166百万円(前年同期比335.0%増)となりました。

　

［室内外装品関連事業］
スライディングドアシリーズの受注が堅調に推移したことにより、売上高は546百万円(前年同期比20.8%
増)となりました。営業利益につきましては、売上高の増加と生産性の向上により、34百万円(前年同期比
66.5%増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

[資産]
　

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ136百万円増加し10,658百万円となりまし

た。

流動資産は、主に受取手形及び売掛金が43百万円、仕掛品が52百万円、ファクタリング債権を含む未収

入金等のその他流動資産が53百万円減少した一方で、現金及び預金が290百万円、未成工事支出金が56百

万円増加したことなどにより、前事業年度末に比べ224百万円増加し7,192百万円となりました。

固定資産は、主に保有株式の株価上昇により投資有価証券が22百万円増加した一方で、有形固定資産が

減価償却等により80百万円、長期貸付金が30百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ87百万

円減少し3,466百万円となりました。

　
[負債]
　

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ60百万円増加し1,451百万円となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金が52百万円減少した一方で、未払法人税等が54百万円、賞与等の引当

金が45百万円、駐車場工事に係る前受代金等のその他流動負債が23百万円増加したことなどにより、前事

業年度末に比べ70百万円増加し1,145百万円となりました。

固定負債は、主にリース債務を含むその他固定負債が10百万円減少したことなどにより、前事業年度末

に比べ９百万円減少し305百万円となりました。

　
[純資産]
　

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ76百万円増加し9,207百万円となりました。

これは主に利益剰余金が61百万円、その他有価証券評価差額金が14百万円増加したことによるもので

あります。

なお、自己資本比率は前事業年度末に比べ0.4ポイント減少し86.4%となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題
　

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(4) 研究開発活動
　

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は70百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,955,000 17,955,000
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
100株

計 17,955,000 17,955,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ─ 17,955 ─ 2,507,500 ─ 3,896,950

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年６月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,039,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,902,500
169,025 ―

単元未満株式
普通株式

13,500
― ―

発行済株式総数 17,955,000 ― ―

総株主の議決権 ― 169,025 ―

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含まれ　　　

　ております。

　　　２　「単元未満株式」には、当社保有の自己株式14株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
富士変速機株式会社

岐阜県岐阜市中洲町18番地 1,039,000 ─ 1,039,0005.78

計 ― 1,039,000 ─ 1,039,0005.78

　

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（減速機事業部 生産部長　　
兼 生産技術課長）

取締役
（減速機事業部 生産部長）
 

小酒井　延雄 平成24年６月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,787,379 4,078,087

受取手形及び売掛金 ※
 1,561,443

※
 1,518,145

製品 37,840 37,497

仕掛品 468,129 415,709

未成工事支出金 173,637 230,100

原材料及び貯蔵品 362,963 389,083

その他 582,843 529,359

貸倒引当金 △6,148 △5,872

流動資産合計 6,968,088 7,192,110

固定資産

有形固定資産

建物 2,303,786 2,303,786

減価償却累計額 △1,537,840 △1,574,713

建物（純額） 765,945 729,072

機械及び装置 2,076,100 2,078,179

減価償却累計額 △1,810,524 △1,857,789

機械及び装置（純額） 265,576 220,390

土地 1,557,896 1,557,896

建設仮勘定 702 900

その他 877,353 896,430

減価償却累計額 △787,876 △805,877

その他（純額） 89,477 90,552

有形固定資産合計 2,679,597 2,598,812

無形固定資産 18,506 15,027

投資その他の資産

投資有価証券 448,529 470,959

長期貸付金 152,000 122,000

その他 259,957 264,127

貸倒引当金 △5,011 △4,921

投資その他の資産合計 855,476 852,166

固定資産合計 3,553,580 3,466,005

資産合計 10,521,669 10,658,116
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 762,053 709,375

未払法人税等 59,963 114,379

引当金 33,721 78,805

その他 219,854 243,201

流動負債合計 1,075,592 1,145,761

固定負債

退職給付引当金 238,093 238,325

役員退職慰労引当金 44,660 45,510

その他 32,278 21,409

固定負債合計 315,032 305,245

負債合計 1,390,625 1,451,007

純資産の部

株主資本

資本金 2,507,500 2,507,500

資本剰余金 3,896,953 3,896,953

利益剰余金 2,986,532 3,047,999

自己株式 △197,717 △197,743

株主資本合計 9,193,269 9,254,709

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △62,225 △47,600

評価・換算差額等合計 △62,225 △47,600

純資産合計 9,131,044 9,207,108

負債純資産合計 10,521,669 10,658,116
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年９月30日)

売上高 4,095,357 4,492,560

売上原価 3,357,307 3,574,856

売上総利益 738,050 917,704

販売費及び一般管理費 589,632 639,369

営業利益 148,417 278,334

営業外収益

受取利息 4,458 3,889

受取配当金 4,951 6,018

その他 13,384 11,060

営業外収益合計 22,794 20,968

営業外費用

売上割引 1,603 2,947

その他 314 416

営業外費用合計 1,917 3,364

経常利益 169,295 295,938

特別利益

固定資産売却益 16 －

貸倒引当金戻入額 1,973 －

製品保証引当金戻入額 3,016 －

特別利益合計 5,006 －

特別損失

固定資産除却損 230 86

ゴルフ会員権評価損 246 －

特別損失合計 476 86

税引前四半期純利益 173,825 295,851

法人税、住民税及び事業税 82,051 153,367

法人税等調整額 1,286 △20,479

法人税等合計 83,338 132,888

四半期純利益 90,486 162,963
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【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
前事業年度

(平成23年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

※　　期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって

決済処理をしております。したがって当期末日が

金融機関の休日であったため、次の期末日満期手

形が期末残高に含まれております。

受取手形 59,532千円

※　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交

換日をもって決済処理をしております。したがっ

て当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期会計期間末日満期手形が

四半期会計期間末残高に含まれております。

受取手形 39,818千円

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日)

減価償却費 111,835千円 減価償却費 117,110千円

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月23日
定時株主総会

普通株式 50,748 3.00平成22年12月31日 平成23年３月24日 利益剰余金

平成23年７月29日
取締役会

普通株式 50,748 3.00平成23年６月30日 平成23年９月13日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

富士変速機株式会社(E01697)

四半期報告書

11/15



　

当第３四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月22日
定時株主総会

普通株式 50,748 3.00平成23年12月31日 平成24年３月23日 利益剰余金

平成24年７月27日
取締役会

普通株式 50,747 3.00平成24年６月30日 平成24年９月11日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期損益

計算書計上額

(注)2
減速機
関連事業

駐車場装置
関連事業

室内外装品
関連事業

計

  売上高 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 2,184,9271,458,039452,3904,095,357 ─ 4,095,357

　 セグメント間の内部売上高
   又は振替高

41,128 ─ ─ 41,128△41,128 ─

計 2,226,0551,458,039452,3904,136,486△41,1284,095,357

　セグメント利益 89,549 38,283 20,585 148,417 ─ 148,417

(注)1. セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

2. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期損益

計算書計上額

(注)2
減速機
関連事業

駐車場装置
関連事業

室内外装品
関連事業

計

  売上高 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 2,144,5321,801,517546,5104,492,560 ─ 4,492,560

　 セグメント間の内部売上高
   又は振替高

47,159 ─ ─ 47,159△47,159 ─

計 2,191,6911,801,517546,5104,539,719△47,1594,492,560

　セグメント利益 77,509 166,540 34,284 278,334 ─ 278,334

(注)1. セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

2. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円35銭 ９円63銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 90,486 162,963

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 90,486 162,963

    普通株式の期中平均株式数(千株) 16,916 16,916

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第49期(平成24年１月１日から平成24年12月31日まで)中間配当について、平成24年７月27日開催の

取締役会において、平成24年６月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当

を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　50,747千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　３円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成24年９月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月５日

富士変速機株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　　上　　嗣　　平

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    桑　　原　　雅　　行

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士
変速機株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの第49期事業年度の第３四半期会計期間（平

成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月
30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、富士変速機株式会社の平成24年９月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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